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○町民ギャラリー（年中無休）
◦“南アルプスエコパーク写真展”
　（7/1～7/31）　榎田善行さん（千頭）

◯文化会館
◦“町内のお地蔵さんと智者山の三十三観音”
　（7/1～7/31）　鈴木正文さん（梅高）

※月末および月初めは、作品の入替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

７月の展示

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
広 告 募 集

広告掲載に関するお問合せは、
� 情報政策課までお願いします。

電話　0547（56）2232
FAX　0547（56）2235
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私
が
川
根
高
校
に
入
学
し
て
一

か
月
以
上
経
ち
ま
し
た
。
私
は
、

自
立
へ
の
第
一
歩
と
し
て
川
根
高

校
を
選
び
、
入
学
し
ま
し
た
。

　
川
根
留
学
生
と
し
て
他
の
地
域

か
ら
来
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
生

活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
入
学
し
て
す
ぐ
に
休
校
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
安
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
自

分
が
で
き
る
事
を
探
し
、
い
か
に

有
意
義
に
、
無
駄
な
く
過
ご
せ
る

か
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

学
校
か
ら
出
さ
れ
る
課
題
以
外
に

も
、
授
業
の
予
習
や
中
学
生
の
時

の
復
習
を
し
、
学
校
の
勉
強
が
大

変
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
々
勉
強

し
て
い
ま
す
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先
生
方
や
地
域
の
方
が
と
て
も

丁
寧
に
支
援
を
し
て
く
だ
さ
り
、

勉
強
す
る
の
に
よ
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
の
学
校
で
学
べ
る
事

に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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だ
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、
自
分
の
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標
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す
る
た
め
に
、
日
々
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
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　すこやか大学（おおむね70歳以上の町民が対象）の学
習会が開催されます。

☆ 開講式
☆「物づくり体験 Ⅰ」“ビニールコードで作るキーケース”
　　　講師　泉谷有美さん（坂京）
　カラーバリエーションが豊富で自分好みのアイテムが作
れます。ビニールコードならではの軽さや光沢感が、作品
を新鮮に仕上げてくれます。
７月２日（木）　徳山コミュニティ防災センター
　　　　　　　（学習時間は午前９時～正午）
７月９日（木）　文化会館（学習時間は午前９時から正午）
参加費　５００円（材料費）

すこやか大学 
開催のお知らせ

◎すこやか大学・むつみ学級に参加を希望される方は社会教育課までご連絡ください。
【連絡先】社会教育課　☎（58）７０８０　FAX（59）３１１６

＊�３つの密を避けての開催になります。新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、学習会の開催日
を変更、もしくは中止になる場合があります。皆様にご迷惑をお掛けしますがご理解とご協力を
よろしくお願い致します。

７月２日（木）
７月９日（木）

　むつみ学級（おおむね60歳以上の女性が対象）の学習会が開催されます。

☆ 開講式
☆「レザークラフト」
　　　講師　横山明日香さん（尾呂久保）
　実用的で長く持つ強い素材、好きな模様や色でオリジナル革の小物作りを楽しみます。
作品は選ぶことができます。(材料費は作品によって異なります)
　７月22日（水）　山村開発センター（学習時間は午前９時～正午）

むつみ学級 
開催のお知らせ

７月22日（水）

美しい景観と文化を守り繋ぐ
　「日本で最も美しい村」連合は、自然と人
間の営みが長い年月をかけて作り上げた本
当に美しい日本を未来に残すため、農山漁
村の景観・文化を守りつつ、最も美しい村
としての自立を目指します。

　川根本町は、数ある地域資源の中から、「銘茶川根
茶の茶園景観」と「国指定重要無形民俗文化財 徳山
の盆踊」の２つを町の地域資源として登録しました。
　今月は、「銘茶川根茶の茶園景観」について考えて
みたいと思います。
　以前に本町を訪れ、こう話されたイタリア人の方が
いました。「こんなに整然と並んでいる木は見たこと
がない。とても素晴らしい。」
　確かに、お茶は「木」です。ただ、あまりにも身近
に存在するお茶が「木」であるということを思った人
はどれほどいるでしょうか。
　また、町内をよく見てみれば、大井川沿いに広が

る茶園や、天空の
茶園とも言われる
山間の茶園など、
その態様も様々で
す。
　古くから銘茶と称され、その品質の高さは幾多の受
賞歴からも明らかですが、口にして味わう魅力のほか
にも、多様性と独自性の高い貴重な地域資源なのだと
気付かされました。
　もちろんそこには、お茶に携わる人の営みや情熱が
あってこそです。
　近年では、農作物としてだけでなく、グリーンツー
リズムなどの観光面からも、お茶を活かした取り組み
が行われています。
　やはり、この美しい景観と文化は、地域が一体と
なって守り繋いでいきたいものです。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


